
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベールの一部を取り出し、容器包装
プラスチック以外のものを分けます。 

 調査員が無作為にベール(圧縮・梱
包された容器包装プラスチック)を３
つ選びます。 

分けた結果、容器包装プラスチック以外のものや汚れたままの容器包装プラス

チックが入っていました！ 

 《結果》 

 皆様のご協力のおかげで、容器包装比率については、９５％でＡ評価でした。 

 禁忌品（危険品等）については、ガスライターが１つあったため、Ｄ評価 

でした。これからも、分別のご協力をお願いします。 

危険品等の禁忌

品は１つでも

入っていたら、

Ｄ評価なんだ。 

●出 し 方 ①容器(包装類)の中身は使いきり、空にしてください。 

②食べ物などの汚れが残っている場合は、ふき取るか、  

水ですすいで汚れを取ってください。 

③透明・半透明の袋にまとめて入れて出してください。 

●ポイント 「きれいにしてから出しましょう」 

①プラマークを確認する ②異物を取り除く 

③中を軽くすすいで乾かす 

 

  

 毎年、容器包装プラスチックの品質調査が行われます。 
 容器包装比率、禁忌品（医療系廃棄物・危険品）の有無により、それぞれＡ・Ｂ・Ｄの３段階で
評価されます。Ｄ評価が続くと、引き取り拒否をされる可能性があります。その場合、リサイクル
を市が独自で行うことになり、処理経費が鎌倉市の全額負担になる恐れがあります。 
  

➋ 
➌ 

燃やすごみ 

（サンダル、木片、手袋など） 
ペットボトル 

資源物 

（カン、新聞、紙袋） 

危険品 

（ガスライター） 

汚れの付着した 

プラスチック製容器包装 

市で収集された容器包装プラスチックは、市内の民間施設で圧縮・梱包

します。 

その後、（財）日本容器包装リサイクル協会を通じて、アンモニアなどに

資源化されています。 

 


